
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「笑点」でおなじみのあの円楽さんが大野にやってくる！ 

～「三遊亭円楽独演会」を開催します ～ 

 

 

大野市教育委員会では、皆様に「笑い」の文化をおおいに楽しんでいただこうと、落語界で今もっと

も人気がある方のお一人、六代目三遊亭円楽氏をお招きし、独演会を開催いたします。 

つきましては、周知をよろしくお願いいたします。 

 

記  

 

１ 公演日時  令和元年１０月１４日（月・祝） 開演 １４：３０（開場１４：００） 

 

２ 場所    大野市文化会館（大野市有明町 11－10） 全席指定６２７席 

 

３ チケット （１）発売日    ９月１０日（火）午前１０時 

（２）発売場所  大野市文化会館、学びの里「めいりん」、ショッピングモール Vio 

(３) 料金    ３，０００円 

（４）購入枚数  １人４枚まで 

（５）その他   未就学児の同伴、入場はできません。 

 

４ 主 催  大野市教育委員会 

 

報 道 資 料 

【発信日】令和元年７月３１日 

【問合わせ先】 

 学びの里「めいりん」 

 大野市教育委員会生涯学習課 中村・南川 

 電話 0779-65-5590 内線 75-205 
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主催：大野市教育委員会 お問合せ：大野市教育委員会生涯学習課（0779-65-5590）

2019年10月14日（月・祝）
開演：午後２時30分（開場：午後２時）

大野市文化会館 大ホール
入場料 3,000円 全席

指定※１人４枚まで購入できます
※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください

2019年9月10日（火）午前10時から
チケット発

売日

チケット販
売場所 大野市文化会館、学びの里「めいりん」

ショッピングモールVio
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後援：福井新聞社 / /



芸　　種：大神楽曲芸師
生年月日：1984年/昭和59年8月24日
出　　身：茨城県水戸市
≪芸歴≫ 
1987年/昭和62年 水府流大神楽十八世宗家 三代 柳貴家正楽(実父)に師事
1990年/平成  ２年 EXPO'90大阪万博で初舞台
1994年/平成  ６年 正楽社中の一員として芸術祭公演参加
 文化庁芸術祭賞受賞(柳貴家正楽社中)
1998年/平成10年 正楽社中の一員としてアメリカ国立美術館、ポートランド美術館公演
2003年/平成15年 江戸開府400年記念「寛永寺」奉演
2005年/平成17年 全国植樹祭
2006年/平成18年 水戸大神楽十八代家元襲名20周年記念公演
 （十九代若宗家・四世正楽襲名)
2007年/平成19年 高松宮殿下記念「世界文化賞」歓迎の夕べ（明治神宮）奉演
2008年/平成20年 日米友好婦人会(明治記念館)
2009年/平成21年 柳家花緑一門に所属。拠点を東京に移し
 芸名を「柳貴家雪之介」に改め、一人での活動も始める。

三
遊
亭
円
楽

柳
貴
家 

雪
之
介

≪略歴≫ 昭和２５年（１９５０年）２月８日 東京・両国生まれ
 昭和４５年（１９７０年）４月 青山学院大学在学中、五代目三遊亭圓楽に入門
 昭和５４年（１９７９年）１月 放送演芸大賞最優秀ホープ賞受賞
 昭和５５年（１９８０年）～現在 税務大学校講師
 昭和５６年（１９８１年）１月 「にっかん飛切落語会」若手落語家努力賞受賞
 昭和５６年（１９８１年）３月 真打昇進
 平成  ４年（１９９２年）１１月 国税庁長官より表彰を受ける
 平成  ６年（１９９４年）～現在 中央福祉医療専門学校客員教授
 平成  ８年（１９９６年）９月～現在 ハワイ・オワフパークゴルフ協会名誉顧問就任
 平成２２年（２０１０年）３月 六代目三遊亭円楽を襲名
≪現在の出演番組≫ 出演番組 日本テレビ系「笑点」
  ＢＳ日テレ「笑点特大号」
  ＮＨＫ「ごごナマ」火曜レギュラー
 出演広告 サントリー「グルコサミンアクティブ」
  日本香堂「毎日香」（声の出演）
  白十字「サルバうす型やわ楽パンツ」
  タイカ「αＰＬＡ」
≪主な著作≫ 「楽太郎の実践トーク術」結婚式編・ビジネスライフ編／池田書店
 「失敗しないスピーチ・あいさつ実例百科」／池田書店
 「楽太郎と税を語る」／ストーク
 「楽太郎と法人税を語る」／税務研究会出版局
≪その他≫ ◆平成１９年（2007年）１月１日放送の「大笑点」にて、巣鴨・とげぬき地蔵に参拝中の女性に

人気NO.1
 ◆「らくご☆まがじん」２００８年春号掲載、女子大生が選ぶ「イケメンらくご家グランプリ」にて

グランプリを受賞　幅広い年齢層の女性の人気を集めていることが証明された！！
 ◆長野県山ノ内町観光大使に就任
 ◆公益財団法人 日本ゲートボール連合 アドバイザーに就任
 ◆「まえばし観光大使」に就任
≪PR≫ 　青山学院大学在学中、師匠・五代目三遊亭圓楽の目に留まり、落語の世界に誘われ、前座修

行をしながら同大学を卒業。
 　入門時から将来を嘱望され、昭和52年（1977年）には、弱冠27歳にして笑点の大喜利レ

ギュラーメンバーに抜擢されました。現在では、そのキャラクターは大喜利に欠かすことので
きない存在となっています。

 　また、その間数多くのテレビ・ラジオに出演し活躍してきましたが、本業の落語を愛し続け、
現在は精力的に独演会を催し、将来の大看板を目指して研鑽を重ねています。

 　さらに、各種団体・自治体からの講演依頼も多く、現代日本の抱える諸問題・人間関係の再
生・心の健康増進について、「笑い」を基軸に楽しく説いています。

 　40年以上のキャリアを持つゲートボールでは、一門若手とチームを結成し、日本全国で円
楽ゲートボール大会を開催し、好評を博しています。

 　平成19年（2007年）から、福岡市にて「博多天神落語まつり」のプロデュースを手がけ、同
地においては既に秋の風物詩として定着し以降、規模を拡大して開催しております。

や
な
ぎ
や
　
　 

ゆ
き
の
す
け

大野市教育委員会では、皆様に「笑い」の文化をおおいに楽しんでいただこうと
落語界で今もっとも人気がある方のお一人、六代目三遊亭円楽氏をお招きしました。
円楽師匠の、ウィットに富んだ軽妙酒脱な笑いを存分にお楽しみください。
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